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中高大連携に基づくICT英語教材の開発
 ―日英パラレル・コーパスEasyConcの構築と

発信語彙の習得を促すEasyConc for FlashCard.fmp12の開発― 

The Development of ICT Teaching Materials Created with the Collaboration of Junior, Senior High School 
and University Teachers :  The Compilation of a Japanese-English Parallel Corpus, EasyConc, and the Use of 

EasyConc for FlashCard.fmp12 as a Software Application to Facilitate the Acquisition of Productive Vocabulary

日䑓　滋之  1、佐藤　浩希 2、茅野恵理香 3 
 Shigeyuki Hidai, Koki Sato, Erika Chino 

キーワード：授業の振り返り、英語で言いたかった表現、発信語彙、パラレル・コーパス

   1．はじめに 

 　中学校学習指導要領には、「生徒が身に付けるべき資質・能力や生徒の実態，教材の内容などに応じて，
視聴覚教材やコンピュータ，情報通信ネットワーク，教育機器などを有効活用し，生徒の興味・関心をより
高め，指導の効率化や言語活動の更なる充実を図るようにすること」とある。小学校学習指導要領では、「生
徒」が「児童」に置き換わっているだけで同じ文言が記載されている。高等学校学習指導要領では、「英語
による情報の発信に慣れさせるために，キーボードを使って英文を入力するなどの活動を効果的に取り入れ
ること」が追加されている。実際に2021年度には、ほとんどの小・中学校では、1人1台の端末が整い、学
習できる環境が整備されようとしている。各学校では ICTを活用した授業展開を工夫し実践している状況で
ある。
　本研究では、1人1台の端末が整う学習環境を考慮し、生徒一人一人の学習支援に応じた ICT教材が必要
であることを踏まえ、中学校、高校、大学の連携をもとに各校種のリソースを有効に活用しながら ICT教材
を作成し、授業で活用することを提案したい。

    2． 先行研究

 　本研究の日英パラレル・コーパスEasyConcを開発するうえで先駆けとなる学習者コーパスについて振り
返る。

2.1　英語で表現できなかったことを日本語で表現することを取り入れたJEFLL Corpusについて
　JEFLL Corpusは、投野（2007）を中心に、日本人中高生を対象に6種類のトピック（breakfast、dream、
earthquake、festival、otoshidama、urashima）を設定し、20分の制限時間で辞書を用いず、英作文をしたデー
タから構築したコーパスである。Web上で、JEFLL Corpusにアクセスし活用できる（https://scnweb.

japanknowledge.com/JEFLL2/）。
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　特筆すべきことは、20分の英作文タスクで、英語で言えない部分は日本語で書いてもかまわないという
指示があるので、中学1年生をはじめ、学習者が英語で表現できないことについては日本語で表記している
ために、学習者がどのような日本語表現を英語で表現したかったのかがわかる貴重なコーパスと言える。
　しかしながら、JEFLL Corpusでは、6種類のトピックの限定のもとに開発されたコーパスであるために学
習者が英語で表現したかったことは6種類のトピックの枠内に限定されており、広く学習者がどのような表
現を英語で表現したかったのかについて網羅されているわけではない。特に中学生のデータは国立大学附属
中学校の生徒を対象にしたものであって限定的である。
　JEFLL Corpusは、第一言語の使用を許容することによって学習者のつまずきや、発信語彙としてどのよ
うな語彙を必要としているのか知るうえで英語教師にとって大変価値の高いものと言える。

2.2　学習者の英語で言いたかった表現を集めようと構築した日英パラレル・コーパスEasyKWIC
　日英パラレル・コーパスEasyKWICは、日䑓が東京学芸大学教育学部附属世田谷中学校の生徒を対象に
データを収集し、上田博人（東京大学）がプログラミングし、公開したものである（http://lecture.ecc.

u-tokyo.ac.jp/~cueda/gengo/）。日䑓（2009）にEasyKWIC ― 2の使用方法、ワークシート、実際に使用した
中学生からのフィードバックが述べられており、本研究で開発しているEasyConcの先駆けとなるコーパス
である。
　EasyKWICのデータ件数は1,035件のきわめて小規模なものであり、コミュニケーション活動後に振り返
りとして、英語で言いたかった表現を日本語で中学生に書いてもらい、後から英語母語話者と日本人英語教
師とで英語に直し、日本語表現と英語表現を対応させ構築したもので、現在はEasyKWIC-3（http://

lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cueda/gengo/）として公開されている。
　英語で言いたかった日本語表現とそれに対応する英語表現が取り上げられ、キーワードとして正規表現を
用いて英語、日本語から検索が可能である。また、「全部のトピック」、「生活」、「自己紹介」、「よく使われ
る表現」の4つのトピックを指定して検索することもできる。対象が中学生であり、データ件数が圧倒的に
少ない。データの拡充が望まれる。

  3．リサーチデザインと手法 

 3.1　研究目的 
 　本研究では、中学生、高校生、大学生が英語のコミュニケーション活動において学習者が英語で言いたかっ
たけれど言えなかった表現を日本語で書いてもらい、後で英語母語話者と日本人英語教師とで英訳し、日本
語と英語とを対応させた日英パラレル・コーパスを構築する。構築した日英パラレル・コーパスを用いて英
語の授業で学習者にフィードバックすることを目的としている。具体的なリサーチ・クエスチョンは以下の
とおりである。 

RQ1：中学、高校、大学の英語のコミュニケーション活動において英語で言いたかった表現を集め、日本語
と英語の一対一対応の日英パラレル・コーパスEasyConcを構築する。

RQ2：日英パラレル・コーパスEasyConcの日本語表現、英語表現、話題からどのような発見が見られるか。

RQ3：日英パラレル・コーパスEasyConcを用いることにより、英語の授業でどのような教材作成や教室で
の使用が可能となるか活用方法について提案する。
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3.2　研究方法
　日本語と英語が対応する日英パラレル・コーパスEasyConcの構築方法―中高大の連携に基づくデータ収
集について

3.2.1　日英パラレル・コーパスを支える考え方について
　英語の授業の枠組みとして、Presentation―Practice―Production （略称PPP）という指導の流れで文構造
や言語機能を学ぶスタイルがある一方、Pre-task―Task cycle―Language focusのようなTBLの授業の枠組
みもある。Willis（2003）は、TBL frameworkの最後のLanguage focusの段階で1,000語程度の‘mini-corpus’
を構築し、学習者に活用させることをすすめている。これは本研究で提案するチャットやパフォーマンステ
ストの後の振り返りから構築したEasyConcを学習者に活用させようとする考え方と共通する。
　パフォーマンステストを実施し、「思考力・判断力・表現力」を評価する場合に、振り返りとして学習者
が英語で言いたかったけれど言えなかったことを日本語で書いてもらうようにする。そしてそれを英語に直
し、後でその英語表現を学習者にフィードバックすることが、振り返りを次に生かすうえで大切である。通
常の授業でもチャットなどのコミュニケーション活動の後に振り返りとして英語で言えなかったことを日本
語で書いてもらい、後で学習者にフィードバックすることもできる。Nation（2008）は、メッセージに焦点
化した活動（message-focused activities）の中で、学習者が語彙を必要としているとき、その語彙を教える
ことが語彙指導で効果があるとしている。本研究でも、学習者が必要とする語彙を学習者にフィードバック
することで語彙の習得を図ることを考えている。
　本研究で構築しようとしている日英パラレル・コーパスEasyConcは最終的には学習者の必要とする語彙
をフィードバックするためにその日々の授業の振り返りを通して少しずつ蓄積し構築していく無理のない現
場型リサーチなのである。

3.2.2　これまでの日英パラレル・コーパス構築の経過
　EasyConc.xlsmは筆者が東京学芸大学附属世田谷中学校に勤務していた13年間の中学生が英語で言いた
かったけれど言えなかった表現を集め構築した日英パラレル・コーパスEasyKWIC ― 3（最終版）がその出発
であった。しかしながら時代とともに中学生からの質問にも変化が見られる。

図1　検索語‘MD’の検索結果

　例えば、図1に見られるようにMDに関連する質問は今では皆無となった次第である。時代に合ったコー
パスを構築し続けることは意味があり、現在、中学、高校、大学でコミュニケーション活動を実施し、授業
の振り返りとして中高大学生が英語で言いたいと思う表現を追加していく必要性に迫られている。本研究で
は、佐藤浩希（川崎市立住吉中学校）、茅野恵理香（東大阪市立弥刀中学校）、渡邊崇（宮城県立泉高等学校）、
また大学では日䑓滋之の英語科指導法Ⅲの授業の中でのコミュニケーション活動の場面で英語で言いたかっ
たけれど言えなかった表現を追加した。
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3.2.3　中学校との連携―佐藤による中学1年生対象の授業実践データ
　佐藤は、2018年度と2019年度に中学1年生を対象に6回のパフォーマンステストを実施した。パフォーマ
ンステストの内容は以下のとおりである。
　2018年度の実践例～ALTの先生と会話しよう！（2月頃）
・「スポーツ」「食べもの」「テレビ番組」の3つのテーマの中から1つを選び、そのテーマについて1人1分、
ALTと会話を行う。
・パフォーマンステスト実施後、「英語で言いたかったけど、言えなかった表現」について集約した。
　2019年度の実践例
　1回目～ALTの先生に自己紹介しよう！（6月）
・新しく来たALTの先生に自己紹介を行う。内容は自由。
・パフォーマンステスト実施後、「英語で言いたかったけど、言えなかった表現」について集約した。
　2回目～自分の「将来の夢」をALTの先生に伝えよう！（9月：前期期末テストの時期）
・自分自身の将来の夢、目標についてALTに英語で伝える。
・原稿の準備段階から、随時「英語で言いたかったけど、言えなかった表現」を聞き、個々に伝えた。数の
多いもの、共通するものについてはクラスで共有した。
　3回目～ALTの先生におススメの日本旅行を紹介しよう！（11月：後期中間テストの時期）
・ALTに自分自身の考えるおススメの日本旅行を英語で提案する。
・原稿の準備段階から、随時「英語で言いたかったけど、言えなかった表現」を聞き、個々に伝えた。数の
多いもの、共通するものについてはクラスで共有した。
　4回目～ALTの先生に世界遺産を紹介しよう！（1月）
・1人1つの世界遺産を選び、それについてALTの先生にプレゼンテーションをする。
・原稿の準備段階から、随時「英語で言いたかったけど、言えなかった表現」を聞き、個々に伝えた。数の
多いもの、共通するものについてはクラスで共有した。
　5回目～ALTの先生に日本のアニメ・マンガ・映画を紹介しよう！（2月：学年末テストの時期）
・日本のアニメ・マンガ・映画の1作品を選び、それについてALTにプレゼンテーションをする。
・原稿の準備段階から、随時「英語で言いたかったけど、言えなかった表現」を聞き、個々に伝えた。数の
多いもの、共通するものについてはクラスで共有した。
　各回いずれの場合も、活動後には、「英語で言えなかった表現」を日本語で書いてもらい回収する調査を
実施した。

3.2.4　中学校との連携―茅野による中学２年生対象の授業実践データ
　茅野は、2020年度に中学2年生を対象に4回に渡ってコミュニケーション活動を実施した。
　1回目～3学期、1月27日、chatを3クラス107名に実施した。会話表現（やり取り）。
　Topic：好きな教科・家族とすること・好きなスポーツ・好きな動物・好きな果物・好きなテレビ番組・
好きな季節
　2回目～3学期、1月28日、Performance testを実施した。タイトルは以下のとおりである。
　What do you do when you have free time?

　3回目～3学期、2月2日、Performance testを実施した。タイトルは、以下のとおりである。
　What kind of vegetables do you like?

　4回目～3学期、2月9日
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　ずっとしている趣味や特技について、ペアと2 minute conversationを実施した。
　各回いずれの場合も、活動後には、「英語で言えなかった表現」を日本語で書いてもらい回収する調査を
実施した。

3.2.5　高等学校との連携―渡邊による高校2年生のスピーキングテストからのデータ収集
　日䑓・渡邊（2020）によると、渡邊は、宮城県泉高校2年生を対象に、2018年度2月に、Can ― Doリスト
に基づき、普段の授業で培ったスピーキング力を評価するために、後期スピーキングテストを実施した。コ
ミュニケーション英語 Ⅱ Revised LANDMARK ⅡのL. 8, L. 9の範囲で、その場で決められた3～4人のグルー
プで、既習のストーリーについて意見交換をする形式で実施した。その後英語で言えなかった表現を日本語
で書いてもらい回収した。
　2019年度6月に、Can ― Doリストに基づき､ 普段の授業で培ったスピーキング力を評価するために、前期
スピーキングテストとして実施した。コミュニケーション英語Ⅱ Revised LANDMARKⅡのL. 1, L. 2の範囲
で、キーワードを用い、既習のストーリー全体をリテリングし、新情報と意見を加えて話す。その後、教師
からの質問に答える形式で、Summary Retelling + My opinionの形式で実施した。スピーキングテスト直後に、
生徒に「英語で言えなかった表現」を日本語で書いてもらい回収する調査を実施した。
　2019年度11月にもコミュニケーション英語Ⅱ Revised LANDMARK ⅡのL. 4, L. 5, L. 6の範囲で、その場
で決められた3～4人のグループで、既習のストーリーについて意見交換をする形式で実施した。その後、
生徒に英語で言えなかった表現を日本語で書いてもらい回収した。

3.2.6　  日䑓による玉川大学英語教育学科4年生対象の英語科指導法Ⅲのディスカッションの活動からデータ
収集

　英語科指導法Ⅲを履修する学生は卒業後、英語教師を志望する学生が多い。日䑓は、中学高校でのディス
カッションでの指導を考慮し、実際に中学高校で行っている下記のテーマを設定し英語で学生にディスカッ
ションする実践を行った。
No. 1: A: Is there anything that money cannot buy? B: Yes. /No.

No. 2: A: Do you think cats are the cutest animals in the world? B: Yes. / No.

No. 3: A: Do you think a paper dictionary is better than an electronic dictionary? B: Yes. / No.

No. 4: A: Do you think boxed lunches are better than school lunches? B: Yes. / No.

No. 5: A: Do you think city life is better than country life? B: Yes. / No.

No. 6: A: Which do you like better, Anpanman or Doraemon? B: Anpanman is. / Doraemon is.

No. 7: A: Should high school students have part-time jobs? B: Yes. / No.

No. 8: A: Japan is a good country to live in. B: I agree. / I disagree.

No. 9:   A: When I keep in touch with my friends, I think e-mails are better than phone calls.  B: I agree. / I 

disagree.

No. 10:   A: Which is better, watching movies in the theater or watching movies at home? B: Watching movies in 

the theater is better. / Watching movies at home is better.

No. 11:   A: I think life is better now than it was five years ago. / B: I think life was better five years ago than （it is） 
now.

　いずれの場合も、ディスカッション後には、「英語で言えなかった表現」を日本語で書いてもらい回収す
る調査を実施した。
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3.2.7　日英パラレル・コーパスEasyConcの構築方法
　日英パラレル・コーパス構築の概略は以下のとおりである。EasyConc.xlsm（Windows仕様）、EasyConc.

fmp12（iOS仕様）を中心に述べる。
Step 1： 　中学高校でのコミュニケーション活動やパフォーマンステストの実施　（3.2.3、3.2.4、3.2.5、3.2.6

を参照されたい。）
Step 2：　活動後、学習者は英語で言いたかった表現を日本語で書く。
Step 3：　学習者からの質問をExcelのセルに入力。
Step 4： 　学習者からの各質問を英語母語話者と日本人英語教師とで英訳作業。Excel上で日本語と英語と

の一対一対応データを作成。

図2　日本語と英語の対応するデータの抜粋例（高校2年生の例）

Step 5：　Windows PCを用いて、日本語または英語、あるいは話題から検索したい場合
  Step 4のデータをVBE（Visual Basic Editor）でプログラミングしたEasyConc.xlsm（Windows仕様）

に取り込む。ここでEasyConc.xlsm（Windows仕様）の完成。
Step 6：　携帯ツールの iPhoneや iPadを用いて日本語または英語から検索したい場合
 iPhoneを例に開発の流れを説明すると以下のようになる。
 ・ Windows PC上で、Step 4のデータをFileMakerでプログラミングしたEasyConc for iPhone. 

fmp12に取り込む。
 ・iPhoneで、AppStoreからFileMaker Go19をインストール。
 ・iPhoneのFileMaker Go19に、Step 6で作成したEasyConc for iPhone.fmp12をコピー。
 ・ FileMaker Go19を起動し、EasyConc for iPhone.fmp12をタップし、開く。横向きで使用が可能。

EasyConc for iPhone.fmp12（iOS仕様）の完成。
Step 7： 　英語または日本語の表現・語句あるいは、話題から検索し、英文と日本語を抽出し、表現を調べ

たり、教材作成に活用する。
＊ EasyConc for iPhone.fmp12（iOS仕様）には、英文の読み上げ機能がついている。iPadで開発した

EasyConc for iPad.fmp12も英文読み上げ機能が利用可能である。

3.2.8　EasyConc.xlsmの検索例
　EasyConc.xlsm（Windows仕様）は、現在2種類公開しており、中学校のデータが多くを占めている
EasyConc5.3.xlsmと、宮城県泉高校に特化したEasyConc for IzumiHS2.1.xlsmとがある。前者には、3,874件、
後者には398件の学習者からの英語で言えなかった表現とその英訳がおさめられている。後者を例に検索例
を示す。
　検索方法：EasyConc for IzumiHS2.1xlsmを起動し、「Ctrl」と「K」キーを同時に押し下げ、検索ワード
欄に調べたい検索語を入力する。
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　検索の目的として、理由を述べる表現（接続詞等の使い方）で学習者が表現したかったことを知りたい場
合、下記のように検索ワードを入力する。
　検索ワード（日本語例）：なので、だから、原因で、理由、のせいで、
　検索条件：Or

図3　検索結果（一部抜粋）

4．結果と考察

4.1　  RQ1：中学、高校、大学の英語のコミュニケーション活動において英語で言いたかった表現を集め、
日本語と英語の一対一対応の日英パラレル・コーパスEasyConcを構築する。

　構築方法については3.2.2～3.2.7で述べた。中学、高校、大学が連携しそれぞれのリソースを提供し合う
ことにより、日英パラレル・コーパスEasyConcを開発してきた。中高大のデータをリソースとしてプログ
ラミングし、ソフトウエアを開発する三者間の連携が必要である。
・表現辞典としての活用
　EasyConcから開発したEasyConc for IzumiHS2.1.xlsmとEasyConc5.3.xlsmは表現辞典として活用するう
えで効果が高い。
　すでに日䑓（2013）で報告されているように、正月明けの1月に行う中学校、高校の英語の授業で実施し
たチャットでは、中学生も高校生も時には大学生であっても、「おせち」を英語でどう表現してよいか戸惑
う学習者が多い。図4の検索結果の5列目の jは中学生、sは高校生、uは大学生の質問からもわかる。

図4　「おせち」の検索結果
※使用したソフトウエア：EasyConc5.3.xlsm

※検索ワード：おせち
※学年：j中学　s高校　u大学
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　学習者が英語で表現できなかったことは、Thornbury（2002：150 ― 151）、Nation（2008：44 ― 45）、
McCarthy & O’Dell（2017）らが勧めるようにparaphrasing strategy（言い換え方略）のトレーニングを英語
の授業に取り入れ、指導することで対応することが可能な時もある。しかしながら、その一方で、学習者が
持ち合わせの語彙を用いて別の英語で表現する手法は、説明することに時間を要し会話を中断したり、その
説明する英語が表現できなかったり、特に中学1年生、2年生の限られた語彙の中で説明することは容易で
はない。表現辞典としてEasyConc.xlsmで検索しその結果を利用したほうが容易であることも多い。学習者
はparaphrasing strategyとEasyConc.xlsmの両方を柔軟に活用する必要がある。

4.2　  RQ2：日英パラレル・コーパスEasyConcの日本語表現、英語表現、話題からどのような発見が見ら
れるか。

4.2.1　日本語表現、英語表現に着目して
　樋口耕一氏の開発したKH Coderを使用して、EasyConc.xlsmの日本語の頻度リストを作成する。下記の
表は、EasyConc5.3.xlsmの日本語の質問3,874件をKH Coderで分析し、日本語の語のリストのうち上位150

語を抽出した表である。語句の右側の数字は出現回数を示す。

表1　EasyConc5.3.xlsmの日本語の上位150語とその出現頻度

　表1の頻度の高い語ほど学習者が英語で言いたかった表現の中に頻出する日本語ということになる。一見
すると「行く」「好き」「見る」「食べる」などどの検定教科書にも出現する基本的な語が多いように見えるが、
この頻出語が他の語と結合し、学習者に英語で表現しにくい日本語表現を構成する。また、学習者にとって
この表現しにくい日本語表現は検定教科書での出現頻度が少なく、しかも間隔を空けて出現するためにリサ
イクルが不足しており、学習者が英語で表現できる段階にまで到達することを難しくしている。
　このような頻出する日本語が他の語と結合することで学習者が英語で表現することを難しくする例を以下
に示す。
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図5　EasyConc5.3.xlsm（検索語　行　検索対象　中学校）（一部抜粋）

　図5の34番目の例が示すように、「渋谷に買い物に行きます」を学習者が英語で表現する際に、「～に買い
物に行く」（go shopping）という表現を英語で言えなかったことが理解できる。「買い物に」と「行きます」
という結合をどう英語で表現したらよいのか戸惑ってしまったことがうかがえる。
　もう一つの発見は、この34番と同様に50番、52番、96番目の質問も同様である。同一の学習者が質問し
たわけではなく、別のクラスの別の生徒からの質問なのである。質問の連番号から学習者は似た質問を繰り
返すことが分かる。
　検定教科書に出現する頻度が少ないために、また間隔をあけて出現するために学習者が英語で表現するこ
とを難しくする例を以下に示す。

図6　EasyConc5.3.xlsm（検索語　応援　検索対象　中学校）（一部抜粋）

　中学生が、チャットなどのコミュニケーション活動で、英語でやり取りする場合、運動会の話題であれば、
図6の「応援団」（cheering group）、「応援練習」（practice cheering）が必要になるし、スポーツの話題とな
れば「応援している」（cheer, support）といった表現は必要になる。検定教科書New Crown English Seriesの
1年、2年、3年の教科書では、cheer、cheers、cheeringが出現しない。また、supportについて検索してみ
たところ、下記のKWICが得られた。3年間に、中3で3回出現するのみである（図7を参照されたい）。

図7　検定教科書New Crown English Series 1, 2, 3（検索語　¥bsupport（|s|ed|ing）¥b）

　学習者が表現活動で必要とする語彙が紙幅の限られた教科書にすべて記載されていることを期待すること
自体に無理がある。そのためにも学習者がコミュニケーション活動で必要とする語彙を教師が把握し、授業
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で提示していく必要がある。
　また、図6の394番目と496番目の質問は「応援団」であり、472番、490番、511番も「応援の練習」（practice 

cheering）であり、生徒は違っても同様の質問が繰り返されていることが分かる。先に述べた通り、学習者
は同様の質問を繰り返す傾向があることが分かる。

4.2.2　英語部分についてn ― gram分析を行ないチャンクとして語彙のまとまりを見る
　文字列の連鎖をチャンクとか、n ― grams、clusters、bundlesというが、Hyland（2008）では、単語連鎖の
中でも、4語連鎖（4  ―  word bundles）を基本的な言語の構成（basic linguistic construct）とみなし、その分
布が学問分野の談話（disciplinary discourses）を特徴づけるのに役立つものとしている。本研究では、日英
パラレル・コーパスEasyConcの英語部分をbigram（2語の連鎖）～5 gram（5語の連鎖）までのリストを作
成した。表2のリストの各表現を見るとbigram（2語の連鎖）、trigram（3語の連鎖）では、意味が予測しに
くい。5 gramとなると、意味が予測できても出現頻度が極端に下がってしまう特徴がみられる。4 gramで
あれば、意味にまとまりがあり、意味の面で比較的わかりやすい傾向が見られる。

表2　上位30位までのn ― gram分析結果

4.2.3　話題に着目して
　EasyKWIC ― 3（2.2を参照されたい）の話題は、「全部のトピック」、「生活」、「自己紹介」、「よく使われる
表現」の4大別に分類されており、話題を指定して検索することが可能であった。しかしながら、生徒から
寄せられた「英語で言えなかった表現」が増加するにつれ4つの話題では収まりきれないのが現実であった。
　文部科学省（2019）の学習指導要領に「日常的な話題」、「社会的な話題」、「身近な出来事や家庭生活など
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の日常的な話題」という表現が散見するが、コミュニケーション活動においてはどのような話題が学習者の
関心事であるかを知るうえで話題の分類は大切と考える。
　日䑓（2021）では、EasyConcの話題として以下の15の話題に絞り込んでいる。
【15の話題の分類】
1．日常生活 / 2．学校（勉強・勉強以外含む） / 3．仕事 / 4.旅行・買い物 / 5．ファッション（服飾・美容） / 6．
趣味・娯楽 / 7．家族・友人関係（プレゼントほか含む） / 8．天気・気候・地震 / 9．健康 / 10．食事・食べ物・
料理 / 11．地理・交通 / 12．政治・社会問題 / 13．日本紹介 / 14．日本語独特の表現（擬態語・擬音語なども）
/ 15．感情表現（喜怒哀楽、やる気、怠けるなども）

4.3　  RQ3：日英パラレル・コーパスEasyConcを用いることにより、英語の授業でどのような教材作成や
教室での使用が可能となるか活用方法について提案する。

　日英パラレル・コーパスEasyConcは、コミュニケーション活動等で、学習者が英語で表現できなかった
ことを日本語で書いてもらい収集したものであり、類似した表現であってもその質問の頻度の重要性を考慮
し、省略しないで収集したものである。EasyConcからの言語的情報の発見から学習者がどのような日本語
表現を英語で表現しにくいのか把握することができる。4.2.1の日本語リスト、4.2.2の英語のn ― gram分析結
果、4.2.3の話題リストから学習者の発信語彙としてどのような単語連鎖が学習者にとって必要なのかがわ
かり、授業を通してフィードバックしたらよいのか示唆してくれる。学習者にフィードバックされた語彙は、
コミュニケーション活動で学習者にとって必要な発信語彙であるだけに使用することを期待できる。
　学習者にフィードバックする語彙として、日本語の出現頻度（表1）と英語のn ― gram分析による出現頻
度（表2）で頻度の高い語句に着目し、その語句がどのような文脈の中で使用されているのか着目するため
に行ったKWIC（Key Word In Context）情報から、目視により意味のまとまったチャンクを抽出し、連語リ
ストを作成した。連語リストから、英語→日本語、あるいは、日本語→英語として表示することが可能なソ
フトウエアとしてEasyConc for FlashCard.fmp12（iPhone、iPad用）を開発した。現在、最新版はEasyConc 

for FlashCard4.1.fmp12で、128の英語表現とその日本語がおさめられている。
　英語は文と一緒に覚えることがよいという意見を聞くが、Laufer and Shmueli（1997）の英語をEFLとし
て学習するヘブライ語話者に対して行ったリサーチによると、英単語と母語の一対一対応の方が、英単語を
文脈の中で提示したときよりも英単語の定着率が高かったことが示されている。したがって本研究で開発し
たEasyConc for FlashCard.fmp12を活用した語彙学習は、語彙の定着で効果が高いことを期待できる。
　EasyConc for FlashCard.fmp12（iPhone、iPad用）は、発信語彙の提示と定着のための ICT教材である。
使い方は以下のとおりである。

「表示順」で「英語→日本語」を選択すれば下図左のように
最初に英語を表示。
「英語の読み上げ」をする場合には「On」を選択。
「表示設定」では、「Random」、「Sequential」の指定で語彙
の表示順を決められる。
「表示間隔」で手動にすると英文が読み上げられる。
最後に「Start」をタップ。
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5．まとめ

　中高大の連携をもとに学習者データを蓄積していくことで学習者コーパスを開発し、さらに拡充していく
ことが可能である。本研究では、中高大の連携をもとに学習者コーパスの規模を拡大し、学習者がコミュニ
ケーション活動でどのような表現語句を必要としているのか解明してきた。このような中高大の連携が極め
て重要である。3.2では、中高大の連携をもとに開発した日英パラレル・コーパスEasyConcの開発過程を示
した。
　EasyConcの活用については、4.1、4.2、4.3で最小限の具体例を示すにとどまったが、学習者の思いを英
語で表現する場合に、何冊もの和英辞典、Web情報等を参照しながら適切な表現を見つける現状が見られ
るが、EasyConc.xlsmの活用によって多少なりとも学習者の労は軽減されると考えている。さらなる具体的
な活用例については、日䑓・仲・山田（2016）を参照されたい。
　ギガスクール構想により、学習者が1人１台の端末を使用することが可能である。コミュニケーション活
動の準備として適切な表現を調べるうえでWindows仕様のEasyConc.xlsmは役立つ教材である。さらに、
EasyConc for iPhone.fmp12やEasyConc for iPad.fmp12、そしてEasyConc for FlashCard.fmp12は、読み上げ
機能を有し、発音を確認することもでき、学習者が主体的に学習に取り組むのに役立つ教材といえる。
　今後EasyConcからは、様々な教材開発が可能である。その一つとして iOS仕様のEasyConc for 

FlashCard.fmp12は、授業の最初の5分間のwarm upとして帯活動に活用し、コミュニケーション活動に結
び付けていくことで発信語彙の定着に結びついていくことが期待できる。実際の中学、高校、大学の英語授
業で検証されることを期待したい。
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